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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年11月22日(2018.11.22)

【公表番号】特表2017-531295(P2017-531295A)
【公表日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-040
【出願番号】特願2017-519899(P2017-519899)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  12/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   12/06     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月10日(2018.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気正極、亜鉛負極、及び電解質を備える亜鉛空気電池であって、前記電解質が、両性
フッ素界面活性剤を含み、前記両性フッ素界面活性剤が、ベタイン官能性を含む、亜鉛空
気電池。
【請求項２】
　前記両性フッ素界面活性剤が、式（Ｉ）の化合物であり、

【化１】

　式中、
　　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、及びＲ8が、それぞれ独立して、水素、アルキ
ル、アルケニル、またはシクロアルキル基であり、
　　Ｘ1が、－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ2－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲa－、－ＳＯ2ＮＲa－、－ＣＯ2－
、または－ＳＯ2Ｏ－であり、
　　Ｒaが、Ｈまたはアルキル基であり、
　　ｍ及びｐが、それぞれ独立して、０、１、２、３、４、５、または６であり、
　　ｎ及びｒが、それぞれ独立して、１、２、３、４、または５である、請求項１に記載
の亜鉛空気電池。
【請求項３】
　　Ｒ1－Ｒ6が、Ｈであり、
　　Ｒ7及びＲ8が、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
　　Ｘ1が、ＳＯ2であり、
　　ｎ及びｐが、２であり、
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　　ｍが、４～６であり、
　　ｒが、１である、請求項２に記載の亜鉛空気電池。
【請求項４】
　前記両性フッ素界面活性剤が、ＣＨＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－１１１、ＣＨＥＭ
ＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－５００、ＣＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５０、ＣＡＰ
ＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５１、ＡＰＦＳ－１４、ＤＹＮＡＸ　ＤＸ３００１、ＺＯ
ＮＹＬ（登録商標）ＦＳＫ、ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳ－５００、またはそれらの任意
の２つ以上の組み合わせから成る群から選択される、請求項１に記載の亜鉛空気電池。
【請求項５】
　　前記電解質が、ヘキシルジフェニルオキシドジスルホン酸、ジエチレントリアミン、
オクチルフェノキシポリエトキシエタノール、式（ＩＩＩ）の化合物、またはそれらの任
意の２つ以上の組み合わせである界面活性剤を更に含み、
　　式（ＩＩＩ）として表わされる前記化合物が、
【化２】

　　であり、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、及びＲ21が、それぞれ
独立して、水素、アルキル、アルケニル、またはシクロアルキル基であり、
　　Ｘ2が、ＯまたはＳであり、
　　Ｘ3が、ＯＨまたはＳＨであり、
　　ｗが、５～５０である、請求項１に記載の亜鉛空気電池。
【請求項６】
　Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ12アルキル基であり、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、
及びＲ21が、それぞれ水素であり、Ｘ2が、Ｏであり、Ｘ3が、ＯＨであり、ｗが、５～１
５である、請求項５に記載の亜鉛空気電池。
【請求項７】
　前記電解質が、腐食抑制剤、ゲル化剤、酸化亜鉛、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム
、ポリアクリレートポリマー、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせを更に含む、
請求項１に記載の亜鉛空気電池。
【請求項８】
　前記電解質が、約１００ｐｐｍから約２５０００ｐｐｍまで前記電解質に存在する腐食
抑制剤を更に含み、前記両性フッ素界面活性剤が、約２００ｐｐｍから約２００００ｐｐ
ｍまで前記電解質に存在する、請求項１に記載の亜鉛空気電池。
【請求項９】
　両性フッ素界面活性剤及び腐食抑制剤を含む電解質であって、
前記両性フッ素界面活性剤が、ＣＨＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－１１１、ＣＨＥＭＧ
ＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－５００、ＣＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５０、ＣＡＰＳ
ＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５１、ＡＰＦＳ－１４、ＤＹＮＡＸ　ＤＸ３００１、ＺＯＮ
ＹＬ（登録商標）ＦＳＫ、ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳ－５００、またはそれらの任意の
２つ以上の組み合わせから成る群から選択され、
前記腐食抑制剤が、水酸化インジウム、水酸化リチウム、ポリエチレングリコール、ポリ
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プロピレングリコール、ポリアニリン、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせから
成る群から選択される、電解質。
【請求項１０】
　前記両性フッ素界面活性剤が、約２００ｐｐｍから約２００００ｐｐｍまで前記電解質
に存在し、前記腐食抑制剤が、約１００ｐｐｍから約２５０００ｐｐｍまで前記電解質に
存在する、請求項９に記載の電解質。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　他の実施形態は、以下の特許請求の範囲に規定される。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　空気正極、亜鉛負極、及び電解質を備える亜鉛空気電池であって、前記電解質が、
両性フッ素界面活性剤を含む、亜鉛空気電池。
２．　前記両性フッ素界面活性剤が、ベタイン官能性を含む、上記１に記載の亜鉛空気電
池。
３．　前記両性フッ素界面活性剤が、式（Ｉ）の化合物であり、
【化１】

　式中、
　　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、及びＲ8が、それぞれ独立して、水素、アルキ
ル、アルケニル、またはシクロアルキル基であり、
　　Ｘ1が、－Ｃ（Ｏ）－、－ＳＯ2－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲa－、－ＳＯ2ＮＲa－、－ＣＯ2－
、または－ＳＯ2Ｏ－であり、
　　Ｒaが、Ｈまたはアルキル基であり、
　　ｍ及びｐが、それぞれ独立して、０、１、２、３、４、５、または６であり、
　　ｎ及びｒが、それぞれ独立して、１、２、３、４、または５である、上記１に記載の
亜鉛空気電池。
４．　　Ｒ1－Ｒ6が、Ｈであり、
　　Ｒ7及びＲ8が、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
　　Ｘ1が、ＳＯ2であり、
　　ｎ及びｐが、２であり、
　　ｍが、４～６であり、
　　ｒが、１である、上記１に記載の亜鉛空気電池。
５．　前記両性フッ素界面活性剤が、ＣＨＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－１１１、ＣＨ
ＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－５００、ＣＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５０、Ｃ
ＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５１、ＡＰＦＳ－１４、ＤＹＮＡＸ　ＤＸ３００１、
ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳＫ、ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳ－５００、またはそれらの
任意の２つ以上の組み合わせから成る群から選択される、上記１に記載の亜鉛空気電池。
６．　前記両性フッ素界面活性剤が、約２００ｐｐｍから約２００００ｐｐｍまで前記電
解質に存在する、上記１に記載の亜鉛空気電池。
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７．　前記両性フッ素界面活性剤が、約４０００ｐｐｍから約１５０００ｐｐｍまで前記
電解質に存在する、上記１に記載の亜鉛空気電池。
８．　　前記電解質が、ヘキシルジフェニルオキシドジスルホン酸、ジエチレントリアミ
ン、オクチルフェノキシポリエトキシエタノール、式（ＩＩＩ）の化合物、またはそれら
の任意の２つ以上の組み合わせである界面活性剤を更に含み、
　　式（ＩＩＩ）として表わされる前記化合物が、
【化２】

　　であり、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、及びＲ21が、それぞれ
独立して、水素、アルキル、アルケニル、またはシクロアルキル基であり、
　　Ｘ2が、ＯまたはＳであり、
　　Ｘ3が、ＯＨまたはＳＨであり、
　　ｗが、５～５０である、上記１に記載の亜鉛空気電池。
９．　Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ12アルキル基であり、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ2

0、及びＲ21が、それぞれ水素であり、Ｘ2が、Ｏであり、Ｘ3が、ＯＨであり、ｗが、５
～１５である、上記８に記載の亜鉛空気電池。
１０．　Ｒ13が、オクチルまたは１，１，３，３－テトラメチルブチルであり、Ｒ14、Ｒ
15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、及びＲ21が、それぞれ水素であり、Ｘ2が、Ｏであ
り、Ｘ3が、ＯＨであり、ｗが、５～１５である、上記８に記載の亜鉛空気電池。
１１．　前記電解質が、腐食抑制剤、ゲル化剤、酸化亜鉛、水酸化カリウム、水酸化ナト
リウム、ポリアクリレートポリマー、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせを更に
含む、上記１に記載の亜鉛空気電池。
１２．　前記電解質が、水酸化インジウム、水酸化リチウム、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、ポリアニリン、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせ
から成る群から選択される腐食抑制剤を更に含む、上記１１に記載の亜鉛空気電池。
１３．　前記腐食抑制剤が、水酸化リチウムである、上記１２に記載の亜鉛空気電池。
１４．　前記空気正極と前記亜鉛負極との間にセパレータを更に含む、上記１に記載の亜
鉛空気電池。
１５．　前記電解質が、約１００ｐｐｍから約２５０００ｐｐｍまで前記電解質に存在す
る腐食抑制剤を更に含む、上記１に記載の亜鉛空気電池。
１６．　前記電解質が、ガス抑制添加剤を更に含む、上記１に記載の亜鉛空気電池。
１７．　前記ガス抑制添加剤が、酸化亜鉛、酢酸鉛、酸化ビスマス、水酸化アルミニウム
、水酸化カルシウム、水酸化リチウム、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせであ
る、請求項１６に記載の亜鉛空気電池。
１８．　両性フッ素界面活性剤及び腐食抑制剤を含む電解質。
１９．　　前記両性フッ素界面活性剤が、ＣＨＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－１１１、
ＣＨＥＭＧＵＡＲＤ（登録商標）Ｓ－５００、ＣＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５０
、ＣＡＰＳＴＯＮＥ（登録商標）ＦＳ－５１、ＡＰＦＳ－１４、ＤＹＮＡＸ　ＤＸ３００
１、ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳＫ、ＺＯＮＹＬ（登録商標）ＦＳ－５００、またはそれ
らの任意の２つ以上の組み合わせから成る群から選択され、
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　　前記腐食抑制剤が、水酸化インジウム、水酸化リチウム、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、ポリアニリン、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせ
から成る群から選択される、上記１８に記載の電解質。
２０．　前記両性フッ素界面活性剤が、約２００ｐｐｍから約２００００ｐｐｍまで前記
電解質に存在し、前記腐食抑制剤が、約１００ｐｐｍから約２５０００ｐｐｍまで前記電
解質に存在する、上記１８に記載の電解質。
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